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高
山
寺
展
の
こ
え

　

二
〇
二
四
年
七
月
九
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
約
五
〇
日
間
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
で
「
国
宝
鳥
獣
戯
画　

京
都
高

山
寺
展　

明
恵
上
人
と
文
化
財
の
伝
承
」（
以
下
、
高
山
寺
展
）
と
い
う
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
８
万
人
を
超
え
る

入
場
者
数
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
、
単
独
の
寺
院
・
僧
侶
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
と
し
て
は
、
記
録
に
残
る
も
の
と
言

え
る
。
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
と
い
う
「
鳥
獣
戯
画
」（
鳥
獣
人
物
戯
画
）
が
お
目
当
て
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、「
明
恵
上
人

の
生
き
ざ
ま
や
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
絵
画
、
資
料
、
さ
ら
に
現
代
に
至
る
ま
で
明
恵
上
人
や
高
山
寺
を
慕
っ
て
集
ま
っ
た
、

多
く
の
文
化
人
の
記
録
と
そ
の
伝
承
に
つ
い
て
大
変
興
味
深
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
［
巻
頭
言
］

人
の「
こ
え
」を
聴
く

徳
永
　

良
次
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人の「こえ」を聴く

　

私
は
、
大
学
院
生
時
代
か
ら
約
三
十
五
年

以
上
に
わ
た
り
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調

査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
調
査
に
従
事
し
て

き
た
。
当
初
、専
門
の
国
語
学
（
日
本
語
学
）

に
関
連
し
た
資
料
の
調
査
・
分
析
ば
か
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
が
、
次
第
に
、
そ
れ
ら
が
、

い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
、
何
の

た
め
に
保
管
・
管
理
し
整
理
さ
れ
て
き
た
か

に
つ
い
て
強
く
関
心
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
現
存
す
る
一
万
二
千
点
以
上

と
も
言
わ
れ
る
典
籍
文
書
の
中
に
、
鎌
倉
時

代
以
降
、
現
在
に
至
る
時
々
の
人
の
「
生
き

た
あ
か
し
」
と
も
言
う
べ
き
生
の
記
録
・
記

事
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
々
に
気
が

つ
い
た
記
録
は
書
き
留
め
て
み
た
り
し
て
い

た
が
、
近
年
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
記
録
を

い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

写真①　高山寺境内にある「座禅石」にて
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明
恵
上
人
の
「
こ
え
」

　

高
山
寺
中
興
の
開
祖
で
あ
る
、
明
恵
上
人

高
弁
の
残
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
が
発
行
し
た

『
高
山
寺
典
籍
文
書
目
録
第
一
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
に
は
、
す
で
に
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
私
も
何
度
も
そ
の
目
録
は

利
用
し
て
い
た
の
で
目
に
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
今
夏
、「
高
山
寺
展
」
で
原
本
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
じ
っ
く
り
目
に
す
る

機
会
が
あ
り
、
非
常
に
衝
撃
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
記
録
を
紹
介
す
る
。
原
文
に

読
み
や
す
く
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。

 

写真②　明恵上人修行の地からみた、紀州湯浅の海
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人の「こえ」を聴く

華
厳
一
乗
教
分
記
巻
上
（
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
２２０
［
１
］）
一
帖

（
奥
書
）（
成
弁
筆
）　

／
は
改
行
を
示
す

哀
哉
ヽ
ヽ
□
（
擦
消
）、
南
山
ノ
キ
ハ
ニ
船
ノ
一
艘
イ
デ
キ
タ
リ
ツ
ル
ガ
、
ホ
ド
ナ
ク
ハ
セ
ト
ヲ
リ
（
馳
通
）
テ
北
山
ニ

カ
ク
レ
ナ
ム
／
ト
ス
ル
気
色
ヲ
ミ
レ
バ
、
此
耳
キ
レ
法
師
ガ
一
生
涯
ヲ
ハ
セ
ワ
タ
ラ
ム
ホ
ド
モ
、
ア
レ
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
カ

ナ
ト
思
テ
／
雙
眼
ニ
ナ
ミ
ダ
（
涙
）
ウ
カ
ブ
。
筆
ヲ
ソ
メ
テ
如
此
カ
キ
サ
シ
テ
マ
タ
筆
ヲ
ソ
メ
ム
ト
ス
ル
便
ニ
ミ
ヤ
リ
タ

レ
バ
船
ハ
／
ス
デ
ニ
北
山
ニ
ハ
セ
カ
ク
レ
ニ
ケ
リ
。
弥
（
い
よ
い
よ
）
ア
ハ
レ
ヲ
モ
ヨ
ヲ
ス
モ
ノ
カ
ナ

　

内
容
は
、
概
略
以
下
の
通
り
。

　

和
歌
山
の
湯
浅
の
海
が
見
え
る
庵
で
こ
の
聖
教
で
勉
強
し
て
い
る
と
、
南
か
ら
一
艘
の
船
が
や
っ
て
来
て
、
す
ぐ

に
北
山
に
隠
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
に
、
こ
の
「
耳
キ
レ
法
師
（
明
恵
上
人
自
身
の
こ
と
）」
の
一
生
涯
の
短

さ
と
同
じ
に
思
え
て
、
両
目
に
涙
が
浮
か
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
船

は
北
山
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
寂
し
く
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

や
や
長
文
の
紹
介
に
な
っ
た
が
、
こ
の
文
章
は
、
写
本
の
末
尾
に
書
か
れ
る
「
奥
書
（
お
く
が
き
）」
の
部
分
に
、
明

恵
上
人
（
当
時
、
成
弁
と
称
し
て
い
た
）
が
漢
字
片
仮
名
交
り
で
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
後
に
は
、
通

常
の
奥
書
と
し
て
記
載
さ
れ
る
、「
建
久
八
年
・
・
・
」
と
い
う
年
紀
が
あ
り
、
一
一
九
七
年
の
書
写
と
さ
れ
る
。
写
真
②

に
掲
載
し
た
よ
う
な
、
紀
州
湯
浅
で
、
上
人
が
少
数
の
同
行
者
と
と
も
に
小
さ
な
僧
庵
で
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
を
行
っ
て

い
た
若
い
頃
の
記
録
で
あ
る
。
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明
恵
上
人
は
、
こ
れ
を
書
い
た
数
年
前
に
、
仏
道
修
行
に
専
心
す
る
こ
と
を
誓
い
、「
仏
眼
仏
母
像
」
の
前
で
自
ら
右
耳

を
切
り
落
と
し
、
痛
み
を
堪
え
て
い
る
と
空
中
か
ら
文
殊
菩
薩
が
現
れ
た
と
い
う
逸
話
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
後
、
し

ば
し
ば
自
分
を
「
耳
キ
レ
法
師
」
や
「
无
（
無
）
耳
法
師
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
修
行
中
に
、
眼
前
に
広
が
る
海
を
走

る
船
を
自
分
の
人
生
に
重
ね
合
わ
せ
、
果
て
し
な
い
修
行
と
そ
れ
に
比
し
て
人
生
の
短
さ
を
嘆
く
、
と
い
う
明
恵
上
人
の

心
情
が
思
わ
ず
あ
ふ
れ
出
て
し
ま
い
、
こ
こ
に
書
き
付
け
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
資
料
に
見
え
る
記
事
も
、
明
恵
上
人
の
溢
れ
る
思
い
が
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

大
唐
天
竺
里
程
書
（
高
山
寺
重
書
類
　
１０
）　
一
幅

（
前
半
省
略
）

印
度
ハ
仏
生
国
也
、
依
恋
慕
之
思
難
抑
、
為
遊
意
計
之
、
哀
々
マ
イ
ラ
バ
ヤ

（
以
下
、
略
）

　

明
恵
上
人
は
釈
迦
に
深
く
帰
依
し
て
お
り
、
釈
迦
と
同
時
代
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
事
を
常
々
残
念
に
思
い
、
せ
め
て
自

ら
釈
迦
の
遺
跡
を
訪
ね
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
資
料
は
鎌
倉
時
代
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
こ
ろ
に

天
竺
行
き
を
計
画
し
て
お
り
、
結
果
的
に
は
二
回
渡
航
を
企
て
、
そ
の
度
に
春
日
明
神
の
宣
託
な
ど
で
中
止
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

　

唐
の
都
、
長
安
を
出
発
し
て
、
一
日
に
ど
の
く
ら
い
進
め
ば
天
竺
・
王
舎
城
に
到
着
す
る
か
を
三
パ
タ
ー
ン
の
行
程
で
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人の「こえ」を聴く

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
途
中
に
、
明
恵
上
人
の
印
度
へ
の
思
い
、
釈
迦
へ
の
思
慕
が
あ
ふ
れ
出
し
て
、
先
の
よ
う

な
文
章
が
「
突
然
」
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
冷
静
に
距
離
と
日
数
を
計
算
し
て
い
る
う
ち
に
、「
あ
あ
、
ど
う
し
て
も
印
度

に
行
き
た
い
も
の
だ
」
と
思
わ
ず
あ
ふ
れ
出
る
感
情
の
豊
か
さ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
本
来
書
く
必
要
の
な
い
表
現
を
使
う
記
録
も
見
え
る
。

五
教
章
中
巻
指
事
末
（
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
２９３
［
２
］）
一
帖

（
裏
表
紙
見
返
）

當
山
第
一
之
非
人
成
弁

之
本
也

當
寺
之
瓦
礫
明
恵
房

此
山
之
厠
掃
治
之
大
法
師

之
本

　

こ
の
部
分
に
は
、
通
常
、
書
写
奥
書
（
い
つ
、
誰
が
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
書
き
写
し
た
こ
と
か
の
情
報
）
を
記
載
す

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
明
恵
上
人
は
、
自
分
を
「
第
一
之
非
人
」、「
當
（
当
）
寺
之
瓦
礫
」、「
厠
掃
治
之
大
法
師
」
と

ま
で
書
き
残
し
て
い
る
、
こ
れ
ほ
ど
自
分
を
卑
下
し
た
、
そ
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
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弟
子
達
の
「
こ
え
」

　

以
上
の
よ
う
な
明
恵
上
人
の
記
録
以
外
に
も
、
膨
大
な
現
存
資
料
群
に
は
、
興
味
深
く
、
か
つ
、
人
の
生
き
ざ
ま
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
記
録
が
見
つ
か
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
く
。

梵
網
経
記
巻
下
（
高
山
寺
聖
教
類
第
二
部
２６
［
２
］）
一
帖

（
奥
書
）

寛
喜
二
年
十
二
月
十
六
日
病
後
励
力
両
巻　
　
（
→
①
）

（
中
略
）
新
発
心
僧
空
弁
四
十
七

　

同
廿
一
日
一
交
了

同
三
年
辛
卯
正
月
十
一
日
於
禅
河
院
御
庵
室
御
披
讀
其　
（
→
②
）

次
依
御
命
加
点
了
聴
聞
衆
同
上
巻
矣　

空
弁
記
之
四
十
八
歳

自
同
三
日
始
至
今
日
首
尾
九
箇
日
被
終
其
功
而
已

（
別
筆
）

同
正
月
廿
四
日
病
中
右
筆
仰
苦
痛
再
治
点
了　
　
　

懇
念
惟
深
三
宝
必
証
明
矣　

空
弁
重
記
之
今
度
病
／
決
定
死
／
病
也　
　
（
→
③
）

　

こ
れ
は
、
私
が
、
禅
浄
房
（
空
弁
）
と
い
う
僧
侶
の
事
績
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
し
て
い
た
際
に
見
つ
け
出
し
た
奥
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人の「こえ」を聴く

書
で
あ
る
。
禅
浄
房
は
、
高
山
寺
草
創
期
、
ま
だ
、
明
恵
上
人
が
存
命
の
頃
か
ら
上
人
に
従
っ
て
高
山
寺
に
お
い
て
修
行

し
て
い
た
僧
侶
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
調
査
し
て
い
く
内
に
、
禅
浄
房
は
現
在
で
言
う
「
図
書
館
長
」
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
高
山
寺
に
あ
っ
た

膨
大
な
聖
教
の
保
管
と
管
理
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
重
要
な
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

明
恵
上
人
よ
り
早
く
示
寂
（
亡
く
な
る
こ
と
）
し
た
よ
う
で
、
右
に
あ
げ
た
奥
書
が
そ
の
最
後
の
記
録
と
な
っ
た
。
寛
喜

三
年
は
一
二
三
一
年
で
、
明
恵
上
人
は
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
年
）
の
示
寂
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
一
年
早
く
こ
の
世

を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
禅
浄
房
が
残
し
た
最
後
の
記
録
に
は
、
死
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
も
淡
々
と
仏
道
修
行
に
邁

進
し
て
い
る
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
最
後
の
記
録
を
時
系
列
的
に
見
て
い
く
と
、
寛
喜
二
年
十
二
月
に
「
病
後
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
を
奮
い
立
た
せ
て
経
典
を
書
写
し
（
①
部
分
）、
翌
年
正
月
に
は
九
日
間
掛
け
て
、
上
人
の
命
で

梵
網
経
の
講
義
を
行
い
、
合
わ
せ
て
経
典
に
訓
点
を
加
点
し
た
（
②
部
分
）。
そ
し
て
、
正
月
の
二
十
四
日
に
、
そ
の
経

典
に
さ
ら
に
加
点
や
修
正
を
施
し
た
（
③
部
分
）
の
で
あ
る
が
、「
病
中
、
苦
痛
」
の
中
の
作
業
で
あ
り
、
つ
い
に
は
「
こ

の
度
の
病
は
死
病
で
あ
る
」
と
自
身
が
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
禅
浄
房
に
関
す
る
記
録
は
寛
喜

三
年
以
降
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

禅
浄
房
没
後
、
高
山
寺
の
聖
教
類
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
に
大
規
模
な
編
成
替
え
が
あ
り
、
そ
の
状
態
は
少
な
く
と

も
江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
続
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
江
戸
時
代
書
写
の
典
籍
に
書
き
付
け
ら
れ
た
和
歌
を
紹
介
す
る
。
書
き
付
け
た
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
明
恵
上
人
に
関
す
る
伝
記
類
を
写
し
取
っ
た
典
籍
の
裏
表
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
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や
ま
の
は
に　

か
げ
か
た
む
き
て　

く
や
し
き
は　

む
な
し
く
す
ぎ
し　

つ
き
ひ
な
り
け
り

（「
上
人
記
」
一
冊　

高
山
寺
聖
教
類
第
四
部
一
四
八
函
９
）

　

つ
き
な
い
お
も
い

　
「
鳥
獣
戯
画
」
が
伝
来
し
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
の
お
茶
栽
培
発
祥
の
地
と
も
さ
れ
る
高
山
寺
に
は
、
一
般
の
人
は
知

ら
な
い
膨
大
な
典
籍
文
書
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
明
恵
上
人
と
そ
の
弟
子
達
に
よ
る
収
集
や
書
写
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
明
恵
教
団
を
崇
敬
す
る
貴
人
が
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
幾
多
の
自
然
災
害
や
戦
乱
、

盗
難
な
ど
を
乗
り
こ
え
た
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
走
り
続
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
私
は
、

当
初
は
日
本
語
（
史
）
資
料
の
宝
庫
と
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
学
問
上
の
観
点
か
ら
高
山
寺
と
そ
の
典
籍
を
見
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
い
つ
し
か
自
分
自
身
が
「
島
影
に
消
え
つ
つ
あ
る
船
」
や
「
む
な
し
く
過
ぎ
し
月
日
」
を
感
じ
る
う
ち
に
、
こ

れ
ら
先
人
の
書
き
残
し
た
、
あ
ふ
れ
る
思
い
に
大
き
く
共
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
「
人
生
は
短
く
、
術
は
長
し
」「
人
生
は
短
く
時
は
過
ぎ
去
る
」
で
あ
る
。
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